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DX戦略マップ



データアーキテクチャ

ビジネス
アーキテクチャ

アプリケーションアーキテクチャ

企業全体

テクノロジーアーキテクチャ

エンタープライズアーキテクチャ
（企業の業務とシステムの基本的な仕組）



データドリブン経営



DXとは

企業を
データやデジタル技術を活用することで
環境の変化に応じて迅速に事業を変革・創出し
顧客を中心としたステークホルダーに価値を提供し続ける
体質にすること



DXとは

持続可能な体質（構造×機能）をつくること（体質変換）







DXとは

DXは単なるIT導入ではなく、

人間中心の価値創造型経営を実現するための基盤整備であり、

デザイン思考経営ができる組織になるための変革プロセス



DXプロセス



デザイン思考経営の事業ライフサイクル



DX戦略マップ

1.論理基盤を創る

2.物理基盤を築く

3.マネジメント基盤を整える

4.データドリブン経営を実現する

5.企業を持続的に飛躍させる



DXの具体的なアプローチ

• DX成熟度レベルを定義する

• DXプロセス×領域ごとのDX成熟度レベルで具体的なアクショ
ンプランを立案する



DX成熟度レベル

企業がDXを進め継続的に価値を生み出す体質なっているかを評
価するための枠組み。



DX成熟度レベル
• レベル 1: 場当たり的な状態 (Initial)

まずやってみる

• レベル 2: 繰り返し可能な状態 (Repeatable)

最低２回繰り返す

• レベル 3: 定義された状態 (Defined)

プロセスとプロダクトを標準化する

• レベル 4: 管理された状態 (Managed)

プロセスとプロダクトを管理する

• レベル 5: 最適化された状態 (Optimized)

プロセスとプロダクトを継続的に改善する



DX成熟度レベル

• 企業情報基盤の成熟度
企業情報基盤を構成する各種モデルや製品の成熟度で、マネジ
メント基盤の成熟度の前提になります。

• マネジメントプロセスの成熟度
企業のマネジメント基盤を構成する各種マネジメントのプロセ
スの成熟度で、結果的にデータドリブン経営の成熟度につなが
ります。

継続的に価値を生み出す体質



DX成熟度レベル
• レベル 1: 場当たり的な状態 (Initial)

まずやってみる

企業情報基盤、および、マネジメントはアドホックであり、企業情報基盤、
および、マネジメントプロセスの手順は正式に文書化されていません。

企業情報基盤、および、マネジメントの品質が低く、それらはプロジェクト
に依存します。



DX成熟度レベル
• レベル 2: 繰り返し可能な状態 (Repeatable)

最低２回繰り返す

基本的な企業情報基盤、および、マネジメントプロセスが確立され、繰
り返し可能な手順があります。

しかし、それらは依然としてプロジェクトごとに異なり、標準化が進ん
でいません。



DX成熟度レベル
• レベル 3: 定義された状態 (Defined)

プロセスとプロダクトを標準化する

企業情報基盤、および、マネジメントプロセスが組織全体で定義され、標
準化されています。

しかし、それらの定義が一貫しておらず、完全な実施には至っていません。



DX成熟度レベル
• レベル 4: 管理された状態 (Managed)

プロセスとプロダクトを管理する

企業情報基盤、および、マネジメントプロセスが実行、監視され、測定
されており、それらの効率化が図られています。
継続的な改善が必要ですが、それらの監視と測定は定着しています。



DX成熟度レベル
• レベル 5: 最適化された状態 (Optimized)

プロセスとプロダクトを継続的に改善する

企業情報基盤、および、マネジメントプロセスが最適化され、継続的に
改善されています。

最新の技術やベストプラクティスが取り入れられています。
イノベーションと最適化が組織の文化として根付いています。
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DXのアプローチ

• トップダウン

• アジャイル

• スモールスタート
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トップダウン

• 全体から部分へ
部分最適を防ぎ全体最適を担保することができます。

• 概念レベル（変化しにくい本質）から物理レベル（変化しやす
い現象）へ
事業の本質を一貫して担保することができます。
また、抽象的な粗いレベルから具体的な細かいレベルに移行す
るので、見通しよく進めることができます。



トップダウン

• 全体から部分へ
部分最適を防ぎ全体最適を担保することができます。

• 概念レベル（変化しにくい本質）から物理レベル（変化しやす
い現象）へ
事業の本質を一貫して担保することができます。
また、抽象的な粗いレベルから具体的な細かいレベルに移行す
るので、見通しよく進めることができます。

広く粗く→狭く細かく



DXのアクションプラン
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アジャイル

• 業務のビジネスプロセスやシステムのユースケースなど価値を
生む単位に分けてマネジメントサイクル（PDCA）を繰り返し
ながら進めて行くので、環境や要求の変化に機敏に対応するこ
とができ、よりプロジェクトのリスクを下げることができます。

• また、アジャイルアプローチは、反復（イテラティブ）と漸増
（インクリメンタル）を繰り返し段階的に目に見える成果がで
るのでメンバーのモチベーションを維持することができます。



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



ビジネスシステムとアプリケーションシステム



ビジネスシステムとアプリケーションシステム



DXのアプローチ

• トップダウン

• アジャイル

• スモールスタート



スモールスタート

スモールスタートは、DX成熟度レベル１「まずやってみる」か
ら始めるというアプローチです。
低い成熟度レベルから段階的にレベルを上げていくので無理なく
進めることができます。



成熟度レベル１のアクションプラン



ビジネスモデルの全体像



成熟度レベル１のアクションプラン



ビジネスプロセス一覧



ジョブ一覧



アプリケーション一覧



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



アジャイルアプローチ



トップダウンアプローチ

反復的（イテラティブ）で漸進的（インクリメンタル）



DX成熟度レベル
• レベル 1: 場当たり的な状態 (Initial)

まずやってみる

• レベル 2: 繰り返し可能な状態 (Repeatable)

最低２回繰り返す

• レベル 3: 定義された状態 (Defined)

プロセスとプロダクトを標準化する

• レベル 4: 管理された状態 (Managed)

プロセスとプロダクトを管理する

• レベル 5: 最適化された状態 (Optimized)

プロセスとプロダクトを継続的に改善する



レベル 4: 管理された状態 (Managed)



管理されたマネジメントサイクル



BPMのガバナンス



データマネジメントのガバナンス



アプリケーションマネジメントのガバナンス



ITマネジメントのガバナンス



デザイン思考経営におけるガバナンス



お疲れ様でした！
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